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陸上自衛隊は 10 日、地上から艦艇を攻撃する地対艦ミ

サイルの発射訓練を今年度から初めて国内で実施すると

発表した。関係者によると、6 月に北海道新ひだか町の静

内対空射撃場で実弾射撃訓練をする。陸自は中国に対抗す

るため、地対艦ミサイル部隊の南西諸島での強化を進めて

おり、国内での訓練により実効性の向上を図る。 

 

 

 

 陸上幕僚監部によると、地対艦ミサイルの実弾訓練は米国やオーストラリアでほぼ毎年行ってきたが、海外

では参加部隊が限られていた。国内で訓練すればより多くの自衛隊員が参加でき、部隊間の連携を強めること

もできるとしている。 

6 月の訓練には北部方面隊の 88 式地対艦誘導弾の部隊が参加。沖合に向けて発射し、爆発しない演習弾を

使用する。詳しい時期や規模は今後公表する。 

 地対艦ミサイルは有事の際の反撃能力（敵基地攻撃能力）として使われ、政府は九州・沖縄で部隊の増強を

進めている。2019 年以降、鹿児島県・奄美大島、沖縄県・宮古島、石垣島に部隊を配置。24 年 3 月に沖縄本

島に地対艦ミサイル連隊が発足し、25 年 3 月には大分県由布市にも連隊ができた。 

新ひだか町での訓練について、地域との調整を担う防衛省北海道防衛局は事前に地元に訓練の実施を伝えて

おらず、自治体は情報収集などの対応に追われた。 

 新ひだか町の担当者は「地対艦ミサイルの訓練を計画したいと聞いていたが、決定したかのようで驚いてい

る。しっかり説明がなければ住民も不安になる。できるだけ早く内容を聞かせてほしい」と話した。道危機対

策課の担当者も「全く知らない話でびっくりしている」と驚きを隠さなかった。 

町内の 70 代男性は「（訓練が実施されれば）漁業者は一定期間操業できなくなる。赤潮被害からの回復も途

中なのに、漁業が成り立たなくならないか」と生活への影響を心配した。【片野裕之、平山公崇】 

 

「政治的戦略で周辺国に見せる狙いも」 

 安全保障に詳しい笹川平和財団の小原凡司（ぼんじ）上席フェローは「政治的戦略として日本に反撃能力が

あることを周辺国に見せる狙いもあるだろう」と分析する。 

小原氏は北海道が訓練場所に選ばれたことについて「中国などの反応への懸念もあり、南西諸島での実施は

避けるだろう。地元との調整や射撃の実績などを踏まえたことではないか」と指摘した。 

 小原氏によると、これまで自衛隊は米国など海外で発射の訓練を重ねてきたが、他国の制限下では十分な訓

練が積めなかった。小原氏は「部隊の練度維持のため、自衛隊は以前から国内で撃ちたいと考えていた」との

見方を示した。【片野裕之】 

陸上自衛隊の 88式地対艦誘導弾＝陸自提供 
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